
 

 

 
中三  今野 貴裕 

 

［はじめに］ 

私は、３月１１・１２日に、父と主に１０３系を撮りに関西へ行きました。 

停車場初投稿で、気合を入れて書いたので、最後まで読んでくれると嬉しいです。 

 
私は、５時少し前に家を出て、東海道新幹線の発着する東京駅に向かいました。東京駅

には、５時３０分位に到着しました。 

駅弁等を買って、いざ、のぞみ１号の停車する１４・１５番ホームへ上がると、私が乗

る、のぞみ１号・博多行きは１４番線に、１５番線にはこだま６３１号・名古屋行きが止

１日目:３月１１日 

 



 

 

まっていました。発車まで時間に余裕なかったので、急いで車両側面の行先表示などを撮、

乗り込みました。 

 

［のぞみ１号 博多行き］東京６：００→新大阪８：２２ 

今回、乗った車両は、Ｎ７００Ａ（スモールＡ）でした。Ｎ７００Ａには、通称：スモ

ールＡとビッグＡと呼ばれる編成があります。この違いについては、２日目に説明しよう

と思います。 

隣の２０番線には、新大阪止まりのこだま７２４号が入線してきました。車体が白藍色

のＮ７００系が、山陽新幹線こだま号の運用に入るのは珍しく、折り返し、みずほ６０５

号・鹿児島中央行きになるため、九州新幹線直通に対応したＮ７００系７０００・８００

０番台が使われているようだ。ちなみに、ＪＲ西日本が７０００番台を、ＪＲ九州が８０

００番台を保有しています。 

Ｎ７００系７０００番台や８０００番台は、８両編成で、ＪＲ東海・西日本が保有する

Ｎ７００Ａ（１６両編成）の半分の長さしかありません。このことから東海道新幹線の利

用客が、とても多いということがよくわかります。 

  

▲ＪＲ東海と西日本が保有するＮ７００Ａ ▲ＪＲ西日本と九州が保有するＮ７００系

７０００・８０００番台 

 

新大阪駅の新幹線と在来線の改札を出

て、自動券売機で、「春の関西１デイパス」

を買いました。 

この切符は、券面に表示された自由周

遊区間が乗り放題の切符です。この旅の

目的の１つ目、いろいろな路線の１０３

系を撮るために、私は、まず羽衣線を目

指しました。 ▲春の関西１デイパス 



 

 

［ＪＲ神戸本線 普通 西明石行き］新大阪８：４４→大阪８：４７ 

大阪駅には、６番線に着きました。 

ここで、大阪環状線に乗り換えて、阪和

線に直通する関空・紀州路快速で、羽衣線

に乗り換えられる 鳳
おおとり

まで一気に向かう

ことにします。 

その電車の到着を待つ間、大阪環状線を

走る車両を観察していると、大阪環状線内

のみを走る車両は、新型の３２３系ばかり

で、びっくりしました。去年までは、この

他に２０１系や１０３系（昨年１０月３日

まで）もかなり本数が走っていたのが、懐

かしいです。 

  

▲大阪環状線の新型車両３２３系 ▲大阪環状線を去年の１０月３日まで走っ

ていた１０３系（去年の８月撮影） 

 

［関空・紀州路快速 関西空港・和歌山行き］大阪０８：５４→鳳０９：２８ 

関空・紀州路快速に乗って、約３０分で鳳駅に到着しました。隣のホームには、普通列

車がこの列車を退避するために停車していました。 

 

▲新大阪から、乗ったのは３２１系だった 



 

 

  

▲関空・紀州路快速の２２５系５０００番

台 

▲退避していた２２５系５１００番台 

ここで、１０３系が走る羽衣線のホームに向かいました。 

羽衣線は、東羽衣支線という阪和線の支線で、鳳駅と東羽衣駅の間１．７キロの路線で、

ＪＲ６社中で最も運行区間が短い路線の 1つだそうだ。阪和線では、引退した１０３系が

まだ走っています。 

１９６３年から１９８４年の２１年間に渡り３４４７両が製造された１０３系は、かつ

て首都圏でも走っていましたが、２００６年の常磐快速線での運用を最後に引退しました。

関西では、ＪＲ西日本が体質改善工事という延命工事を施したため、多くの１０３系が生

き残っていたのですが、それも残り少なくなってきました。私は、１０３系の最後の活躍

を記録するため、今回、関西を訪れたのです。 

羽衣線の１０３系は、塗装はスカイブルーで、ワンマン運転対応の３両編成です。 

すでに１０３系がホームに到着していたので、乗り込んで発車を待ちました。ホームに

は、引退直前の１０３系を撮影する人たちがたくさんいました。 

［普通 東羽衣行き］鳳０９：３４→東羽衣０９：３７ 

３分ほどで東羽衣駅に到着。この車両の前と後では、少し顔が違っています。 

  

▲東羽衣側の先頭車 ▲鳳側の先頭車 



 

 

 

［普通 鳳行き］東羽衣０９：４１→鳳０９：４４ 

再び鳳駅に戻りました。 

ホームで折り返し戻ってくる電車の到着を待って、１０３系が入線する様子を撮りまし

た。 

  

▲鳳駅に入線する１０３系 ▲あと２日で阪和線系統からの引退を記念

して、車内には１０３系の写真が多数掲示

されていました 

羽衣線の１０３系を記録できたので、次は阪和線を走る２０５系を撮るために天王寺に

移動することにしました。 

 

［関空・紀州路快速 大阪方面行き］鳳１０：２３→天王寺１０：３８ 

天王寺駅には、大阪環状線に直通する１８番線に着きました（阪和線のホーム（１～８

番線）は大阪環状線に線路がつながっていません）。 

ちなみに、大阪環状線からやって来る場合は１５・１６番線に、大阪環状線に直通する

場合は１７・１８番線に入線します（この４つの番線には、大和路線の車両も入ります）。 

阪和線を走る２０５系も引退間近なので、撮影できることを期待して、阪和線ホームへ

向かいました。 

すると、電光掲示板は４ドア車が来ること意味する○印を示していた（２０５系は当時、

阪和線で唯一の４ドア車だった）ので、期待しながらホーム先端で待っていました。 

しばらくすると６両編成の２０５系０番台がやって来ました。スカイブルーの帯を基調

として、前面と側面の１部にオレンジのアクセントが入っています。 

阪和線には、他に２０５系１０００番台（４両編成）がいましたが、すでに運用が無く

なっていました。この２０５系０番台は、阪和線の運用が消滅した後は、６両編成から４

両編成に減車された上で、１０００番台とともに、７月頃から順次、奈良線で走っていま

す。 



 

 

 

［普通 西九条・弁天町・大阪方面行き］天王寺１１：２３→新今宮１１：３８ 

新今宮駅で下車して、通過する電車の写真を撮影しました。 

  

▲関空特急はるか ▲大和路線の２０１系 

 

［大和路快速 天王寺行き］新今宮１１：２３→大阪１１：３８ 

大和路線の２０１系などを撮影した後、次の目的地、奈良線に移動することにしました。 

 

  

▲阪和線の２０５系０番台 ▲東日本の２０５系と違って車内は大規模

な改造がされています 



 

 

  

▲大阪駅の駅名標（ＪＲ京都本線・神戸本

線） 

▲レアな２２５系１００番台 

 

［新快速 野洲（やす）行き］大阪１１：４５→京都１２：１４ 

大阪駅からは、新快速で奈良線に乗り換えられる京都を目指します。 

乗った車両は、２２５系１００番台。数が少なくレアな車両なので嬉しかった。 

京都駅には、３０分ほどで到着。奈良線の電車が出発するまで昼食を買ってから、いろ

いろなホームで写真を撮りました。１１３系や１１７系を撮影できました。 

  

▲湖西線の１１３系 ▲湖西線の１１７系 

いよいよ、奈良線ホームに移動しました。ホームに停車していたのは、１０３系ではな

く、２２１系更新車でした。 

ただ、時刻表をみると、次の列車からの運用のほとんどは４ドア車（この時はまだ１０

３系のみ）で運用と書かれていました。 

１０３系の撮影場所を求めて、次の東福寺駅まで行ってみることにしました。 

 

［普通 城陽行き］京都１２：３３→東福寺１２：３５ 

２２１系更新車に乗って、東福寺駅に向かいました。 

東福寺駅は、京阪本線の駅が隣にあるので、ホーム先端で奈良方面から来る１０３系を



 

 

待っている合間に、京阪の車両も見ることができました。 

奈良線の１０３系は、４両編成でウグイスの塗装で、前面には白帯が入っています。 

しばらくしてやって来たのは、１０３系のレア車でした。この車両は、奈良線を走る他

の１０３系とは、ヘッドライトのケースの形が異なっています。 

  

▲みやこ路快速との並び ▲東福寺駅の駅名標 

  

▲隣を走る京阪本線 ▲やって来た１０３系 

 

［普通京都行き］東福寺１３：０２→京都１３：０４ 

東福寺駅で、約３０分間撮影し、１０３系で、京都に戻りました。 



 

 

 

▲左が普通の１０３系、右がレアな１０３系、ヘッドライトのケースの形が異なっている 

 

次は、京阪京津線の併用軌道を走る姿を撮影するため、今度は、大津に向かうことにし

ました。 

京都駅２・３番ホームに移動すると、３番線に停車していたのは湖西線経由の２２３系

１０００番台が停車していましたが、これでは大津に行けないので撮影だけして、２番線

の琵琶湖線経由の２２１系更新車の普通列車で大津に向かいました。 

  

▲２２３系１０００番台 ▲地味にトップナンバーだった 

 



 

 

［普通 野洲行き］京都１３：２１→大津１３：３０ 

約１０分で大津駅に到着。 

大津駅の駅舎は、小さいのではないかと思っていましたが、案外大きな駅でした。 

  

▲乗ったのは２２１系更新車 ▲大津駅の駅舎 

この近くから京津線の併用軌道区間が始まる上栄町駅があるので、全区間歩いて京津線

の終点で、併用軌道の終わりにある、びわ湖浜大津駅（３月に浜大津から改名）まで、撮

影しながら歩いてみました。（といっても一区間のみですが）。 

寂れた商店街のようなところを抜けると、いきなり電車が前方左側から現れてきたので

びっくりしました。 

  

▲京津線の併用軌道 ▲併用軌道に４両編成の電車は圧巻である 

この京津線が走る道路は、交通量が多いので、歩道から撮ると自動車に被られることが

ありました。 

京津線は、御陵
みささぎ

からびわ湖浜大津を結ぶ７．５ｋｍを結びます。京都市営地下鉄東西線

に直通していますが、京津線内を走れるのは、京津線の８００系４両編成のみです。塗装

は２種類あり、緑がメインの新塗装と、水色がメインの旧塗装があります。 

撮影しながら歩いていくと、やがて急カーブが現れ、びわ湖浜大津駅に到着しました。 

びわ湖浜大津駅は、琵琶湖のほとりにありました。 



 

 

  

▲被られた８００系新塗装車 ▲旧塗装車 

  

▲すぐ近くにある琵琶湖 ▲びわ湖浜大津手前の急カーブ 

 

［普通 京都市役所前行き］びわ湖浜大津１４：１８→上栄町１４：２１ 

びわ湖浜大津駅から、京津線８００系旧塗装車に乗り、上栄町へ。 

上栄町駅からは、再び、歩いて大津駅に向かいました。 

 

［快速 姫路行き］大津１４：４３→山科１４：４７ 

［新快速 姫路行き］山科１４：５３→三ノ宮１５：５１ 

大津から快速に乗り、山科で下車。山

科から新快速に乗り継ぎ、宿泊する三ノ

宮に向かいました。 

京都駅を出発した後に、２０５系１０

００番台が、吹田総合車両所京都支所に

留置されているのを見かけました。 

三ノ宮駅に到着すると、この日、宿泊

するホテルにチェックインしました。 

その後は、しばらく休憩してから、和

 

▲２０５系１０００番台 



 

 

田岬線の最終電車を撮影に行きました。和田岬線については、２日目にまとめて紹介しま

す。 

 

［各駅停車 新神戸行き］三宮２０：２８→新神戸２０：３０ 

夕食後、神戸市営地下鉄の車両を撮ろうと思

い、の三宮へ行きました。 

 しかし、三宮駅にはホームドアがあって、撮

影しづらかったので、ホームドアがなくホーム

の長さが長い、新神戸に行きました。 

新神戸駅での撮影後、阪急や阪神の電車を撮

影するため、新開地に向かうことにしました。 

 

 

 

［各駅停車 西神中央行き］新神戸２０：３９→湊川公園２０：４６ 

湊川公園駅で、神戸電鉄に乗り換えます。 

神戸電鉄の駅は湊川駅で、駅名が異なっていますが、湊川公園とは地下で繋がっている

のです。湊川から乗ったのは神戸電鉄１０００系で、かなり古そうな車両でした。 

 

［普通 新開地行き］湊川２０：５１→新開地２０：５２ 

実は、この湊川と新開地の間は神戸電鉄ではなく、神戸高速鉄道の管轄になっています。 

  

▲神戸電鉄１０００系 ▲しばらくして６５００系もやって来た。 

新開地の神戸電鉄ホームで神戸電鉄の車両の撮影をした後、山陽電鉄、阪急電鉄、阪神

電鉄の３社共同ホームに移動しました。 

すると、次々に阪急７０００系、阪神の８０００系などがやって来ました。 

 
▲神戸市営地下鉄１０００系 



 

 

  

▲阪急１０００系 ▲阪神８０００系 

 

［阪神線直通 特急梅田行き］新開地２１：１４→高速神戸２１：１６ 

撮影場所を求めて、阪神８０００系に乗って、高速神戸駅に向かいました。 

高速神戸駅では、新開地方面のホームに停車していた、山陽３０００系と阪神５５００

系ジェットカーのリニューアル車を撮影しました。 

  

▲阪神５５００系リニューアル車 ▲山陽３０００系 

コラム  神戸高速鉄道 

神戸高速鉄道とは、神戸電鉄の湊川か

ら新開地と、阪急電鉄の三宮､阪神電鉄の

も元町から、山陽電鉄の西代を結ぶ鉄道

です。 

この鉄道会社最大の特徴は、車両を１

両も持っておらず､すべて乗り入れ先の

車両で運用を行っている事です。 

神戸電鉄と山陽・阪急・阪神電鉄は軌道の幅が異なるので新開地で接続しているものの、ホーム

は離れています。(画像は、神戸高速鉄道ホームページの駅案内から引用) 



 

 

梅田駅方面ホームに行くと、当駅始発の阪神５７００系がやって来ました。 

阪神５７００系は、有名なジェットカーの最新型で、車内は東京では見られない「ちょ

い乗りシート」と呼ばれる変わった座席があり、ドア上の液晶の車内案内表示器も大阪で

はよく見かけるタイプですが、東京ではあまり見かけない形でした。 

  

▲ちょい乗りシート ▲ドア上の液晶の車内案内表示器 

 

［阪神線直通 普通 梅田行き］高速神戸２１：２２→神戸三宮２１：２７ 

阪神５７００系に乗り、神戸三宮駅に向かいました。 

神戸三宮駅は、名称が同じでも阪神と阪急・神戸高速の駅が、それぞれ異なる場所にあ

るので、阪神線の神戸三宮に行く列車の行先表示は、阪神三宮と表示されています。 

  

▲神戸三宮（阪神）の駅名標 ▲阪神５７００系 

神戸三宮駅に到着すると、歩いて、ホテルに戻り、すぐに寝ました。 

 

 

 

 

  



 

 

  
 

［普通 西明石行き］三ノ宮０６：４５→兵庫０６：５２ 

朝６時前に起きて、和田岬線の始発電車を撮るため、兵庫に向かいました。 

和田岬線は、山陽本線の支線で兵庫と和田岬の間２．７キロを結んでいます。和田岬に

ある工場で働く人たち用の路線なので、平日は朝・夕合計１７往復運転されますが、土曜

日（祝日でない場合のみ）は１２往復となり、休日になると、朝１往復、夜１往復の合計

２往復しか走りません。 

電車は、基本的には６両編成の１０３系Ｒ１編成のみが走りますが、検査などで運転で

きないときは２０７系や２２３系が代わりに走ることもあるそうです。 

 

［普通 和田岬行き］兵庫０７：００→和田岬０７：０３ 

この日の和田岬線は、平日だったので、車内は

通勤客で満員でした。 

兵庫駅を出発した電車は、わずか３分で、和田

岬駅に到着しました。 

和田岬駅は無人駅で、駅内に改札がありません。

では、どこで料金を徴収しているのかというと、

兵庫駅の中に和田岬線専用改札と自動券売機を

設置し対応しているのです。反対に和田岬駅に行

くときの場合は、この専用改札を通過した時に料

金が徴収されることになります。 

ここから父と別れて、父は和田岬駅で、私は兵庫駅で入線する１０３系を撮ることにし

２日目:３月１２日 
 

▲和田岬の駅名標 



 

 

ました。 

［普通 兵庫行き］和田岬０７：０９→兵庫０７：１３ 

私は、折り返しの兵庫行きに乗り込みました。先ほどの混雑とは一転して、乗客は私を

含めて、わずか 2人だけでした。Ｒ１編成の車内はほかの１０３系と異なる点はなさそう

でしたが、Ｒ１編成は、１０３系最後の６両編成になります。 

  

▲和田岬駅 ▲和田岬駅付近の踏切を通過する１０３系 

和田岬線の１０３系を１時間ほど撮影した後、神戸本線で、三ノ宮に戻りました。 

 

［快速 大阪行き］兵庫０８：１９→三ノ宮０８：３１ 

駅から歩いて、宿泊するホテルに戻りました。あわただしく朝食を食べ、１０時前にホ

テルをチェックアウトしました。 

これから、こだま７３１号「５００ ＴＹＰＥ ＥＶＡ」に乗るため、新大阪に向かいま

した。 

 

［新快速 野洲行き］三ノ宮１０：２３→新大阪１０：４９ 

三ノ宮から新快速に乗り、新大阪に向かいました。 

新大阪駅に到着すると、東海道・山陽新幹線の改札を通って、２０番線に向かいました。

ホームに到着して間もなく、５００ ＴＹＰＥ ＥＶＡがやって来ました。 



 

 

  

▲５００ ＴＹＰＥ ＥＶＡ ▲通常の５００系 

５００ ＴＹＰＥ ＥＶＡは「新世紀エヴァンゲリオン」をテーマに内外装が施された５

００系で、もうすぐ運行が終了することも決まっていたので、その姿を撮影しようと、た

くさんの人たちが集まっていました。 

ただ、見ている人は多かったのですが、実際に乗る人はあまりいませんでした。 

デザインは、エヴァンゲリオンシリーズでメカニックデザインを担当していた山下いく

と氏が担当したそうだ。 

１号車は展示・体験ルームで、エヴァンゲリオンと新幹線の博多総合車両所がコラボし

たジオラマが展示されていたり、エヴァ初号機の実物大コックピットがあったりしました。 

ここでは、コラボグッズが販売されていた他、乗車記念証が入った５００  ＴＹＰＥ Ｅ

ＶＡのパンフレットが配布されていました。 

  

▲乗車記念証兼パンフレット ▲ジオラマ 

２号車は、床も座席もエヴァンゲリオン仕様になっていて、ブラインドには「Ａ.Ｔ．

フィールド」と書いてあるものや「５００ ＴＹＰＥ ＥＶＡ ＰＲＯＪＥＣＴ」と書かれ

たものがありました。 

３号車からは、普通の座席でしたが、デッキはどの車両もエヴァンゲリオン仕様になっ

ていました。 

まだ乗車していないですが、ハローキティ新幹線に仕様変更する箇所は、エヴァンゲリ



 

 

オン新幹線と同じだろうと思います。 

ちなみに５００系新幹線は、ＪＲ西日本が１９９７年に製造した、世界で初めて時速３

００キロで営業運転をした車両です。また、のぞみとしての運用が、３００系からＮ７０

０Ａのなかで１番短かった車両でもあります。 

Ｗ１～Ｗ９までの１６両編成９編成が作られ、Ｗ１編成は京都鉄道博物館に展示されて

いる先頭車１両以外全車廃車になり、Ｗ２編成からは８両に減車した上でＶ編成となって

います。５００系特別塗装車（エヴァンゲリオンやハローキティ）で使われているのは、

Ｖ２編成です。 

 

［こだま７３１号 博多行き］新大阪１１：２９→姫路１２：０２ 

もっと乗っていたかったのですが、観光のため、姫路で下車しました。 

姫路駅で、ちょうど停車していた姫新線の気動車を撮影しました。 

  

▲姫新線のキハ１２７系気動車 

電車といわれても違和感があまりなさそう

だ 

▲比較画像（２２３系５５００番台） 

 

ここから、歩いて姫路城に向かいました。 

姫路城は、日本で最初に世界遺産に登録

された城で、作られた当時の天守閣がその

まま残っており、その内部は、土足禁止で

す。エレベーターはなく、他の城ではなか

なか見られない急階段を上っての見学にな

りました。 

城内は、かなり広く、混雑していたので、

急いで見て回っても、１時間以上かかりま

した。 

 

 

▲姫路城の外観 



 

 

午後２時ごろ、姫路駅に戻って、播但線の１０３系が入線する様子を撮りました。 

播但線は、姫路から和田山までの６５．７キロを結ぶ路線ですが、途中の寺前までしか

電化されていません。電化区間では、ワンマン運転の２両編成でワインレッドの１０３系

３５００番台が主力ですが、２２１系が朝に、１０３系が検査などで走れないときには２

２３系６０００番台が代わりに走ることもあるそうです。 

 

 

▲播但線の１０３系 ▲播但線の１０３系に付いているステッ

カー 

 

［新快速 野洲行き］姫路１４：４２→大阪１５：４９ 

姫路駅を後にして、新快速で大阪を目指しました。乗ったのは２２３系２０００番台で

す。疲れていたので、大阪に到着するまで、ほとんど眠っていました。 

大阪駅を出て、大阪市営地下鉄（今は大阪市高速電気軌道、Ｏｓａｋａ Ｍｅｔｒｏ）

御堂筋線の梅田駅に向かいました。 

 

［千里中央行き］梅田１５：５２→西中島南方１６：０４ 

御堂筋線の新型３００００系の写真を撮るため、西中島
にしなかじま

南方
みなみがた

駅に移動しました。 

西中島南方駅は、御堂筋線の有名撮影地のひとつなので、訪れたかった場所でした。到

着すると、まずやって来たのは、今後置き換えられる１０系でした。 

  



 

 

▲大阪市営地下鉄２１系 ▲北大阪急行９０００形 

  

▲大阪市営地下鉄１０Ａ系 ▲大阪市営地下鉄新型３００００系 

撮影したかった３００００形を撮影できたので、次は阪急電鉄の撮影に向かうことにし

ました。 

ここから、歩いて５分位のところにある阪急電鉄の南方駅から十三
じゅうそう

を目指すことにし

ました。 

 

［普通 梅田行き］南方１６：４５→十三１６：４７ 

十三は、阪急京都本線、神戸本線、宝塚本線が梅田方面から同時にやって来ることがあ

る駅で短時間にたくさんの車両を撮ることができました。 

  

▲京都本線の７３００系 ▲京都本線の９３００系 



 

 

  

▲宝塚本線の９０００系 ▲宝塚本線の７０００系 

  

▲神戸本線の７０００系 ▲神戸本線の１０００系 

 

［神戸本線 普通 梅田行き］十三１７：０８→梅田１７：１１ 

帰りの新幹線の発車時刻まで残り少なく

なってきたので、梅田駅に戻ることにしま

した。 

神戸本線の普通電車で梅田に向かいます。 

ちなみに神戸本線と宝塚本線には、十三

と梅田の間に中津駅がありますが、京都本

線にはありません。 

阪急梅田駅に到着すると、次々に電車が

到着し出発する光景に驚かされました。 

阪急梅田駅は、１０面９線で１～３号線

を京都本線、４～６号線を宝塚本線、７～

９号線を神戸本線が使用します。 

ちなみに神宝線（神戸本線・宝塚本線）と京都本線では車両限界が異なる（京都本線の

ほうが車両の幅が１００ミリ広く長さが１００ミリ短い）ので、神宝線の９０００系と京

 

▲次々に電車が出発し到着する阪急梅田駅 



 

 

都本線の９３００系のように顔が同じでも別形式の車両があります。 

そのため工場は京都本線の正 雀
しょうじゃく

にある車庫で行っているそうです（神宝線の車両は京

都本線を問題なく走れるため）。 

 

再び歩いて、ＪＲの大阪駅に移動しました。 

すると、ちょうど大阪環状線ホームに２０１系が入線して来たので、あわててシャッタ

ーを切りました。 

大阪環状線の２０１系は８両編成で、現在、新型車両３２３系に置き換えが進んでいる

ところです。２０１系の一部の編成は、６両編成（サハを減車）にした上で、大和路線で

まだまだ活躍するそうです。 

  

▲ゆめ咲線に直通する２０１系 ▲去年撮った２０１系 

 

［新快速 敦賀行き］大阪１７：３０→新大阪１７：３４ 

新快速に乗って、新大阪に向かいました。 

乗ったのは本日３回目の２２３系２０００番台です。 

  

▲２２３系２０００番台が主力なのがよ

く分かった 

▲大阪から敦賀までは約２時間２０分かか

ります 

 



 

 

新大阪では、お土産や駅弁を買って、帰りののぞみ４６号が発車する２３番線に向かい

ました。 

 

［のぞみ４６号 東京行き］新大阪１８：２０→東京２０：５３ 

のぞみ４６号で大阪を後にしました。乗車した車両は、Ｎ７００Ａ（ビッグＡ）でした。 

ここで、２種類のＮ７００Ａの違いについて説明しておきます。 

“スモールＡ”は、もともとはＮ７００系として製造され、後に改造された車両です（一

部例外あり）。これに対して、“ビッグＡ”は、はじめからＮ７００Ａとして製造された車

両になります。 

また、両者は、車両側面のＮ７００のロゴデザインやシート生地の模様が異なっていま

す。このことを知っていれば、Ｎ７００Ａを簡単に見分けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スモールＡ ビッグＡ 

  

▲もともとのＮ７００系のロゴにＡを加え

たもの 

▲下の帯もロゴの一部となっている 



 

 

  

▲長方形の模様が大きい ▲長方形の模様が小さい 

車内では、駅弁や、新幹線の中で買えるアイスを食べながら、東京までの車窓を流れて

いく景色を楽しみました。 

２１時前に、東京駅に無事到着し、家路に着きました。 

１泊２日という限られた時間の中で、いろいろな場所を訪れたので、とても忙しかった

のですが、様々な車両に乗り、たくさんの写真が撮れたことに大満足でした。 

 

［終わりに］ 

私の旅行記は、これで終了です。 

最後まで読んでいただき、ありがとうございました。 


